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1 はじめに
コンピュータにより採点する自動採点方式の日本語ス

ピーキングテストとして、SJ-CAT (Speaking Japanese

Computerized Adaptive Test) [1] がある。SJ-CAT の
自由発話問題に対して、解答発話音声の音声認識結果
から算出したテキスト統計量・単語関連度と評定者採点
スコアをペアデータとし、両者の関係を SVR (Support

Vector Regression) で学習してモデル化し、それを用い
てスコアを推定する手法が提案されている [2]。この手法
はある程度高い推定精度を達成しているが、解答発話の
文脈・内容を十分に考慮していないという問題がある。
そこで本稿では、解答発話テキストの分散表現を用いた
自動採点手法を提案し、その有効性を検証する。

2 提案手法
本稿では、パラグラフベクトル [3] (以降、pv) を用い

た手法と単語ベクトル [4] (以降、wv) を用いた手法の
2つの自動採点手法を提案する。ここで、pvと wvはそ
れぞれ文章、単語を固定長のベクトルで分散表現したも
のである。いずれも解答発話の文脈・内容を反映するの
で、スコア推定精度の改善に寄与すると期待できる。
提案手法は、まず解答発話音声を音声認識し、認識

結果テキストを形態素解析して単語に分割する。次に、
これを pvあるいは wv に変換する。提案手法 (pv) で
は、pvを SVRに入力してスコアを推定する。提案手法
(wv)では、wvの時系列をBLSTM (Bidirectional Long

Short-Term Memory) [5]に入力してスコアを推定する。

3 提案手法の有効性の検証
SJ-CATの自由発話問題における表現力スコアを対象

とし、テキスト統計量と単語関連度に基づく自動採点手
法 [2]（以降、従来手法）と比較することにより、提案
手法の有効性を検証する。本実験では、pvとwvの学習
に 2017年 6月 7日付けの日本語Wikipediaに学習用解
答発話音声の認識結果テキストを加えたものを用いた。
また、解答発話音声の認識には Julius[6]を用いた。解
答発話音声には、自由発話問題における実際の解答発話
を用いた。学習データは受験者（留学生）81名、評価
データは学習データとは別の受験者 20名の解答発話で
ある。各受験者はそれぞれ設問 10問に解答しており、学
習データは計 810個、評価データは計 200個となる。
評定者採点スコアと推定スコア間の相関係数とRMSE

(Root Mean Square Error) を表 1に示す。提案手法の

表 1 評定者採点スコアと推定スコア間の相関係数と
RMSE

手法 次元 窓サイズ 学習回数 相関係数 RMSE

従来 5+1 - - 0.92 0.56

提案 (pv) 50 2 100 0.91 0.61

提案 (wv) 100 3 10 0.88 0.63

推定精度は、pv、wvの次元・窓サイズ・学習回数の組
み合わせの中で最も良かった結果である。提案手法は発
話量に関するテキスト統計量を用いていないにもかかわ
らず、従来手法に迫る推定精度であることを確認した。
また、提案手法 (pv) は、提案手法 (wv) よりもわずか
ながら性能が良いことが分かった。

4 おわりに
本稿では、日本語スピーキングテスト SJ-CATの自動

採点精度向上を目的とし、特徴量として解答発話テキス
トの分散表現を用いた自動採点手法を提案した。実験に
より、提案手法は従来手法に迫る推定精度であることを
確認した。
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